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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成23年7月14日(2011.7.14)

【公表番号】特表2010-528644(P2010-528644A)
【公表日】平成22年8月26日(2010.8.26)
【年通号数】公開・登録公報2010-034
【出願番号】特願2010-510871(P2010-510871)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ａ０１Ｋ  67/027    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/02     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ａ０１Ｋ  67/027   　　　　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    １０２　
   Ｃ１２Ｑ   1/02    　　　　
   Ｃ１２Ｑ   1/68    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成23年5月24日(2011.5.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　転写因子ＰＸＲ（プレグナンＸ受容体）をコードする少なくとも１個のヒトＤＮＡ配列
を含む非ヒト動物、該動物由来の組織又は細胞であって、前記ヒトＤＮＡ配列は、ヒトＰ
ＸＲ遺伝子のイントロン６及び／又はイントロン７の少なくとも一部を含む非ヒト動物、
該動物由来の組織又は細胞。
【請求項２】
　前記ヒトＤＮＡ配列は、ヒトＰＸＲ遺伝子のイントロン４、５、６及び／又は７の少な
くとも一部を含む、請求項１に記載の非ヒト動物、組織又は細胞。
【請求項３】
　前記ヒトＤＮＡ配列において、ヒトＰＸＲ遺伝子のエクソン４とエクソン８との間のイ
ントロン－エクソン構造が維持されている、請求項１又は２に記載の非ヒト動物、組織又
は細胞。
【請求項４】
　前記ヒトＤＮＡ配列は、ヒトＰＸＲ遺伝子のイントロン２、イントロン３及び／又はイ
ントロン８の少なくとも一部を更に含む、先の請求項のいずれかに記載の非ヒト動物、組
織又は細胞。
【請求項５】
　前記ヒトＤＮＡ配列において、ヒトＰＸＲ遺伝子のエクソン２とエクソン９との間のイ
ントロン－エクソン構造が維持されている、先の請求項のいずれかに記載の非ヒト動物、
組織又は細胞。
【請求項６】
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　前記ヒトＤＮＡ配列は、配列番号２の配列又は配列番号３の配列と少なくとも７０％同
一である配列を含む、先の請求項のいずれかに記載の非ヒト動物、組織又は細胞。
【請求項７】
　前記非ヒト動物がマウスである、先の請求項のいずれかに記載の非ヒト動物、組織又は
細胞。
【請求項８】
　前記ヒトＤＮＡ配列はマウスＰＸＲ遺伝子座に挿入されて、ヒトＰＸＲの発現がマウス
ＰＸＲプロモーターの制御下にあるようになっている、請求項７に記載の非ヒト動物、組
織又は細胞。
【請求項９】
　ＰＸＲの内在性遺伝子が無効化されている、請求項８に記載の非ヒト動物、組織又は細
胞。
【請求項１０】
　次のヒトＤＮＡ配列、即ち、
（ｉ）更なる転写因子、
（ｉｉ）第１相薬物代謝酵素、
（ｉｉｉ）第２相薬物代謝酵素、及び／又は
（ｉｖ）薬物輸送タンパク質をコードするヒトＤＮＡ配列のいずれか一以上の少なくとも
１個を更に含む、先の請求項のいずれかに記載の非ヒト動物、組織又は細胞。
【請求項１１】
　前記少なくとも１個の更なる転写因子は、ＣＡＲ、ＡｈＲ及び／又はＰＰＡＲαの一以
上である、請求項１０に記載の非ヒト動物、組織又は細胞。
【請求項１２】
　前記少なくとも１個の第１相薬物代謝酵素は、必要に応じてＣＹＰ１Ａ、ＣＹＰ３Ａ、
ＣＹＰ２Ｂ、ＣＹＰ２Ｃ、ＣＹＰ２Ｄ及びＣＹＰ２Ｅアイソフォームを含む群から選択さ
れ、必要に応じてＣＹＰ１Ａ１、ＣＹＰ１Ａ２、ＣＹＰ３Ａ４、ＣＹＰ３Ａ５、ＣＹＰ３
Ａ９、ＣＹＰ２Ｃ８、ＣＹＰ２Ｃ９、ＣＹＰ２Ｂ６、ＣＹＰ２Ｂ１０、ＣＹＰ２Ｃ１９、
ＣＹＰ２Ｄ６、ＣＹＰ２Ｅ１の一以上から選択されるシトクロムＰ４５０アイソフォーム
、又は必要に応じてＣＹＰ３Ａクラスター、ＣＹＰ２Ｄクラスター、ＣＹＰ２Ｃクラスタ
ー及び／又はＣＹＰ１Ａクラスターから選択されるシトクロムＰ４５０遺伝子クラスター
である、請求項１０に記載の非ヒト動物、組織又は細胞。
【請求項１３】
　前記少なくとも１個の第２相薬物代謝酵素は、グルクロニルトランスフェラーゼ、ＵＧ
Ｔ１Ａ遺伝子、ＵＧＴ１Ａ遺伝子クラスター、グルタチオントランスフェラーゼ、グルタ
チオンＳ－トランスフェラーゼ（ＧＳＴ）、スルホニルトランスフェラーゼ及び／又はア
セチルトランスフェラーゼである、請求項１０に記載の非ヒト動物、組織又は細胞。
【請求項１４】
　前記少なくとも１個の薬物輸送タンパク質は、多剤耐性タンパク質（ＭＤＲ）、ＭＤＲ
１、ＭＤＲ１ａ、ＭＤＲ１ｂ、多剤耐性関連タンパク質（ＭＲＰ）、ＭＲＰ１、ＭＲＰ２
、有機アニオン輸送ポリペプチド（ＯＡＴＰ）及び／又はＢＣＲＰ（膜貫通ＡＢＣ型半輸
送体ＡＢＣＧ２）である、請求項１０に記載の非ヒト動物、組織又は細胞。
【請求項１５】
　配列番号２に示す核酸分子に対しその全長に亘って少なくとも７０％同一であるＤＮＡ
配列を含むか、又はこのような核酸分子と相補的なＤＮＡ配列を含み、更に、内在性等価
遺伝子の遺伝子座における５’及び３’領域と相同である５’及び３’フランキング核酸
配列を含み、更に必要に応じて、内在性等価遺伝子の遺伝子座内へのヒトＤＮＡ配列の組
み込み後に該配列の条件的欠失を可能とする核酸配列要素を含む核酸ターゲティングベク
ター。
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